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歌
若

K
atsura U

taw
aka

落
語
で
知
る
世
代

第
138
席

和
三
十
年
代
の
お
話

で
す
。
あ
る
夜
、
老

夫
婦
が
営
む
屋
台
の

ラ
ー
メ
ン
屋
へ
一
人
の
青
年
が

や
っ
て
来
ま
す
。

そ
の
青
年
は
ラ
ー
メ
ン
を
平

ら
げ
た
後
、
お
金
が
な
い
か
ら

警
察
へ
通
報
し
て
く
れ
と
言
い

出
し
ま
し
た
。
な
に
か
事
情
が
あ

る
と
察
し
た
老
夫
婦
は
青
年
の

身
の
上
を
聞
く
こ
と
に
し
ま
す
。

青
年
は
孤
児
で
親
の
顔
を
知

ら
ず
に
育
っ
た
こ
と
、
他
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

の
が
苦
手
で
職
を
何
度
も
変
え

て
い
る
こ
と
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

で
一
文
無
し
に
な
り
住
ん
で
い

た
ア
パ
ー
ト
も
追
い
出
さ
れ
、

食
い
逃
げ
で
捕
ま
れ
ば
留
置
場

で
一
晩
眠
れ
る
等
、
こ
れ
ま
で

の
こ
と
を
語
り
ま
し
た
。

老
夫
婦
は
同
情
し
、
警
察
へ

は
い
つ
で
も
行
け
る
か
ら
今
晩

は
我
が
家
で
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
と
、
青
年
を
自
宅
へ
連
れ
て

行
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
が…

と
い
う
「
ラ
ー
メ
ン
屋
」
の
一

席
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
ラ
ー
メ
ン

屋
は
こ
こ
十
年
ほ
ど
演
者
に
人

気
の
あ
る
演
目
で
す
。
元
々
は

五
代
目
・
古
今
亭
今
輔
が
得
意

と
し
た
人
情
噺
で
、
今
輔
が
没

し
た
昭
和
五
十
年
代
以
降
は
演

じ
手
が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
残
さ
れ
た
資
料
等
か

ら
復
活
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

落
語
家

で
は
、
な
ぜ
今
に
な
っ
て
こ

の
落
語
が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

ず
演
じ
手
の
多
く
が
三
十
代
の

落
語
家
で
す
。
彼
ら
は
日
本
の

景
気
が
良
か
っ
た
時
代
を
知
ら

ず
、
就
職
氷
河
期
を
経
験
し
た

世
代
で
、
人
に
よ
っ
て
は
人
間

関
係
に
悩
み
孤
独
感
や
閉
塞
感

に
苦
し
む
者
も
い
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
辺
り
が
ラ
ー
メ
ン
屋

の
主
人
公
で
あ
る
青
年
へ
の
共

感
を
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

逆
に
五
十
代
の
落
語
家
で
演

じ
る
者
は
ほ
と
ん
ど
お
り
ま
せ

ん
。
私
自
身
も
五
十
代
で
す
が

若
い
頃
は
好
景
気
の
中
で
育
ち
、

青
春
時
代
は
楽
し
い
思
い
出
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
せ
い
も
あ
り
、
ラ
ー
メ
ン
屋

自
体
は
良
い
落
語
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
今
ひ
と
つ
現
実
味
を
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
が
演
じ

手
の
少
な
い
理
由
と
も
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
じ
落
語
家
で
も
世
代
が
違

う
と
演
じ
る
落
語
に
も
違
い
が

あ
る
と
い
う
お
話
で
し
た
が
、

こ
れ
以
上
続
け
て
も
ラ
ー
メ
ン

だ
け
に
「
伸
び
て
」
は
い
け
ま
せ

ん
。
お
後
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。

﹇
落
語
に
見
る
江
戸
東
京
文
化
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落
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from昭

けでなく、研究のすごいところ、つまり
価値がどこにあるのか、経験だけでなく
ネットなどの情報も活用し、深堀りして
聞いてください。

　お互いの「相性」も重要です。お互い
敬意をもって、十分に話し、納得して先
に進める相手かどうかは、共同研究先を
決める上で重視すべきでしょう。もちろ
ん、共同研究に進んだ後もコミュニケー
ションはとり続けます。研究者にとって
も、企業の力と大学の知財を活用して、
素晴らしい製品を開発するという熱い思
いが、研究を円滑に進める原動力になり
ます。
コーディネーターは共同研究の段階で
も同席し、マーケット情報などアドバイ
スして、両者の連携がよりよいものにな
るようサポートしています。

【本紙６面の特集もご覧ください】

学連携にあたり、企業から「敷
居が高い」「相談方法が不明」
「費用や期間が分からない」な

どの声を聞きます。しかし、自社だけで
の課題解決に限界を感じたら、外部の知
見を活用しない手はありません。

企業出身者も多いコーディネーター
　多くの大学には、企業の悩みや課題を
聞く「コーディネーター」がいます。企
業と大学・研究機関との間に立つ仲人、
今風にいうとマッチングアプリ機能を担
う人間です。コーディネーターは企業出
身者が多いので、皆さまの悩みをよく理
解できると思います。
　もちろんコーディネーターのいない大
学もありますし、いきなり大学に相談す
ることに抵抗がある場合は、東商の産学
公連携相談窓口のほか、取引先金融機関、
地域の産業振興公社のような技術移転機

関（TLO）・公的支援機関など、身近な
窓口もあります。窓口によっては、一度
に複数の大学・研究機関に対して、相談
に応じられる研究者がいるかを確認でき
るのも利点です。

共同研究費の平均は約300万円
　文部科学省によると、2020年度の大
学と民間企業との共同研究件数は
28,794件で、１件当たりの研究経費の
平均は約294万円です。中小企業は様々
な補助金制度を活用することが多く、
コーディネーターも補助金制度について
助言できることもあります。
　また、一般的に研究・開発には２～３
年かかります。大学と研究する場合は共
同研究契約書を締結しますが、１年単位
で締結する例が多く、数年かかる場合は
年度初めごとに研究計画、費用を見直し
契約することになります。

研究者とのコミュニケーションが鍵
　大学・研究機関との面談では、自社の
強みやどのような課題を解決したいかを
率直に話しましょう。大学・研究機関に
何を求めるか、期間、予算、成果などを
明確に伝えることがポイントです。
　一方、大学の研究成果がどの段階にあ
るのか、企業側が判断する必要がありま
す。例えば、モノづくりでいうところの
「基礎研究」「開発研究」「試作段階」の
どこなのかを判断するには、研究者から
の研究内容のヒアリングが鍵です。分か
らないことは、遠慮なく質問して理解を
深めましょう。また、研究成果の段階だ
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共同研究を成功させるために必要なこと

［成果を生む産学公連携］

text： 許斐信介／東京電機大学 研究推進社会連携センター 産官学連携担当

研究者との面談時に
企業にとって大切なポイント

研究者の話を聞くときのコツ

●何がすごいのか？
●何と比べてすごいのか？
●どうしてすごいのか？

“すごい”ところを突っ込む

●言葉の意味は事前に調べる
●その場で質問する、
スマホで調べるなど

充分“理解”するように準備

企業にとって役立つ技術・情報か？
目利きを行うことが肝要

●この研究は〇〇であり、すごい！

●この研究は～よりも〇〇なのですごい！

●この研究は～であることは知られていた
が、〇〇なのですごい！

研究内容のヒアリング時は、
〇〇の部分を聞く
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